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研究成果の概要（和文）：ロシアの諸宗教を網羅的・多面的に研究した結果、宗教というプリズ

ムを通じてロシア社会を観察することが可能であることが明らかになった。宗教の視点からは、

ロシアはより広い地理的なまとまりの一部であり、キリスト教の「教会法上の領域」の観念、

巡礼やディアスポラを含めて広域的な観点から分析する必要性が明らかになった。「脱世俗化」

の傾向はロシアにも共通するが、その特殊な形態を明らかにする作業が行われた。 
 
研究成果の概要（英文）：The comprehensive study of main religions in Russia made it clear 
that it is possible to analyze Russian society via the prism of religions. From the viewpoint 
of religions, Russia is only part of a much wider territory, so macro-regional approach is 
needed, including such issues as canonical territories in Christianity, pilgrimage, and 
diaspora. Our study revealed that Russia shares the worldwide tendency of 
de-secularization, but this tendency emerges with features specific for Russia. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究を準備した頃、共産主義体制崩壊後
のロシアで宗教が重要な公共機能・政治機能
を果たし始めたことに対する認識は研究者
の間で共有されていた。しかし、伝統的に宗
教研究は人文学的な視点から行われ（歴史、
思想等）、社会科学者は宗教分析が苦手であ
った。特に研究者の政治イメージが貧困なた
め、宗教政治といえば政教関係（世俗政府と
宗教組織の関係）しか連想されなかった。 

 さらに、正教、イスラームなどのここの宗
教が個別に研究され、研究者間の横の連携が
ないため、宗教を通じてロシア社会を知る、
つまり地域研究のツールとしての宗教研究
という発想はなかった。 
 
２．研究の目的 
 上記のような状況を克服する為、本研究は、 

(1)ロシア社会で宗教が果たしている公共
機能を多面的に分析することをめざした。こ
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れは、現代宗教研究において通説化した「脱
世俗化」命題を豊富化することにつながる。 

(2)ロシアの４つの「伝統宗教」すなわち正
教、イスラーム、チベット仏教、ユダヤ教の
すべてと、異教（ペイガニズム）を網羅して、
宗教研究の蛸壺性を克服する。宗教全般を把
握することで、宗教をプリズムとしてロシア
社会を考察することが初めて可能になる。 

(3)本研究はロシアの現状分析としての宗
教研究なので、現地調査、インタビューを重
視する。特に宗教指導者・聖職者のライフヒ
ストリー（またそれがどう語られるか）を蒐
集する。 
 (4)ロシアの主要宗教を網羅する概説書を
出版する。 
 
３．研究の方法 
 (1)宗教の公共機能を示す従来あまり研究
されていない争点を重視した。たとえばイス
ラーム政治の重要な構成要素としてのメッ
カ巡礼、新異教主義とロシアの民族主義・フ
ァシズムとの関係、異教的オカルトにみる現
代ロシアの社会心理、ロシア正教会が推進す
る女性の服装規制、良妻賢母運動などである。 
 (2)宗教運動の空間動態、空間認識を重視し
た。巡礼、ディアスポラ、移民、宗教ツーリ
ズム、教会間の管轄問題などである。正教、
イスラーム、ユダヤ教、仏教のいずれの視点
からも、ロシアはより広い宗教共同体の一部
である。 
 
４．研究成果 
 (1) 3 年間の期間を通じ、ロシアにおける宗
教の多面的な公共・政治機能を明らかにする
ことができた。それは、藤原、井上が参加し
た『ロシア文化の方舟』（東洋書店、2011）
の中にも反映されている。藤原は、現代ロシ
アにおいて呪術オカルトがはやるのはなぜ
かという問題設定から、『呪われたナターシ
ャ』（人文書院、2010）を出版した。 

(2)宗教の空間動態という観点からは、赤尾
がディアスポラ研究を集団的に推進した。
2009 年刊行の『ディアスポラから世界を読
む』（明石書店）は、ユダヤ人のみならず、
アルメニア人（アルメニア使徒教会）、カル
ムイク人（仏教徒）等にまで視野を広げたも
のである。また長縄は、メッカ巡礼の問題を
歴史と現状から、しかもヴォルガ地域と北コ
ーカサスを覆う比較の視点から研究し、新し
いジャンルを築きつつある。 

(3)松里は、露・中・印・土のムスリム宗務
制度の比較をした。初期的なアイデアは、東
北大の澤江史子との共著により Religion, 
State & Society に 2010 年に掲載されたが、そ
の後も研究をつづけた。ムスリム宗務制度は、
正教・カトリックとは違って特定の固定され
た組織形態を持たないので、いかなる政治体

制にも適応できる。逆に言えば、ムスリム宗
務制度をプリズムとして、当該政治体制の性
格を知ることができる。 

(4)研究目的の大きな柱であった概説書の
発行については、厳しい出版状況から、いま
だ見通しが立っていない。 
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